
学年 時数 題材名 学びをつなぐことができる生徒の姿 内容項目 学習内容 小・高等学校 教科等 地域・社会

1 自立と共生を
めざそう

自立と共生を目指して生活するために３
年間の見通しをもとうとしている。【関】
（Ⅲ）

〇家庭分野のガイダンス
・３年間の学習の見通しをたてる

2

3

4 小６家庭「快適な
衣服と住まい」

5 講師「和服指
導」

6

7

8

9

10

11 小５家庭「手縫
いの基礎」

１年美術
「形や色彩の特徴」

12 ３年社会
「伝統文化の継承」

13 小56家庭「布を
用いた製作」

14

15
高１家庭基礎
「被服管理と着
装」

16

17

18

19
高１家庭基礎
「住居と環境」

１年理科「大地が揺れる」
「日本の天気の特徴と気
団」

20
小６家庭「快適
な衣服と住ま
い」

２年社会「自然災害に対す
る備え」「日本の諸地域」
「世界各地の人々の生活と
環境」

21 ２年保健体育「防災の自助
共助公助」

講師
「防災指導」

22
３年保健体育「室内の空気
の衛生的管理」

幼少中合同防災訓練
「秦野市一斉引き取り
訓練」

23
秦野市総合防災訓練
「秦野市一斉防災訓
練」

24

25 高1家庭基礎
「食事と健康」

１年保健体育
「食事と健康」

26 ２年理科「生命を維
持する働き」

27 ２年技術「生物育成
の技術」

28

29

30

31

32

33 小中合同授業「お
弁当実習」

34
講師
「料理教室」

35
講師「エコクッキン
グ」

36
〇ガイダンス

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53 小中合同授業
「お弁当実習」

54 講師
「料理教室」

55 講師
「エコクッキング」

56

57

58

59

60

61

62
小６家庭「身近な

消費生活と環
境」

講師
「携帯電話教
室」

63

64

65
幼中合同授業
「幼稚園訪問」

66

67

68

69

70

71 〇ガイダンス

72

73

74

75
講師
「幼児につい
て」

76

77

78

79

80

81

82

83

84

幼中合同授業
「お花植え」
「おもちゃで遊ぼ
う」
「サツマイモクッキ
ング」

85

86

87

3年保健体育
「私たちの生活と環境問
題」
3年社会
「消費生活と社会」「様々な
国際問題」「法の意義の理
解」
3年技術
「個人情報の保護の必要
性」
「情報モラル」
「エネルギー変換の技術」

1年国語
「手紙の書き方」
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・自分の成長と家族や家庭生活との
かかわりについて考えることができ
る。【関】（Ⅲ）

○中学生にとっての家族考えよう
・子どもの成長と家庭のはたらき
・家庭の仕事と役割分担
・家族のコミュニケーション
・家族の気持ちの理解
・家庭と地域とのかかわりを考えよう
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小56家庭
「日常の食事と
調理の基礎」

高1家庭基礎
「消費生活と将
来を見通した経
済の計画、ライフ
スタイルと環境」

高１家庭基礎
「子どもの発育と
保育」

小１２生活
「家庭と生活」
「自分の成長」
「自然や物を使っ
た遊び」

小１２生活
「地域と生活」
「季節の変化
と生活」「生活
や出来事の交
流」
小５家庭
「家庭生活と
家族」
高1家庭基礎
「人の一生と
家族・家庭、共
生社会と福
祉」

第７分科会　令和2年度技術・家庭科（家庭分野）３年間を見通した指導計画

　　　　　　　　　　　【関】関心・意欲・態度　【工】工夫・創造　【技】技能　【知】知識・理解
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わたしたちの食品の選択と調理
○食品の選び方を考えよう
・食品の選択　・生鮮食品
・加工食品　　 ・食品の表示
・食品添加物　・食品の保存

○つくってみよう
・魚の調理を工夫しよう
・和食大好き
・肉の調理をしよう
・煮込み料理でおかずを一緒に食べよう

よりよい食生活をめざして
・食料資源の大切さ
・食品の安全性

わたしたちのより豊かな食生活

○日常食を見直そう

○楽しい会食をしよう

○地域の食材を使って調理しよう

○生活の中で環境への影響を考えよう
・グリーンコンシューマー
・買い物は投票
・自立した生活者

わたしたちの消費生活と環境
・いろいろな販売方法

・さまざまな支払方法

○消費者としての自覚をもとう
・わたしたちの生活と契約　・消費者の権利と
責任

・消費者を取り巻く問題　・中学生の消費者問
題

・消費者の権利と保護　・クーリングオフ制度

・家庭生活と消費について関心をもっ
て学習活動に取り組み、消費生活を
よりよくしようとしている。【関】

・家庭生活と消費について課題を見
つけ、その解決を目指して工夫してい
る。【工】

・家庭生活と消費に関する基礎的・基
本的な技術を身に付けている。【技】

・家庭生活と消費について理解し、基
礎的・基本的な知識を身に付けてい
る。【知】

・日常食の調理と地域の食文化につ
いて関心をもって学習活動に取り組
み、食生活をよりよくするために実践
しようとしている。【関】

・日常食の調理と地域の食文化につ
いて課題を見つけ、その解決を目指
して自分なりに工夫し創造している。
【工】

・日常食や地域の食材を生かした調
理に関する基礎的・基本的な技術を
身につけている。【技】

・地域の食文化の意義について理解
するとともに、日常食や地域の食材を
生かした調理に関する基礎的・基本
的な知識を身につけている。【知】

・環境に配慮した消費生活について
関心をもって学習活動に取り組み、よ
りよい生活を実践しようとしている。
【関】

・環境に配慮した消費生活について
課題を見つけ、その解決を目指して
自分なりに工夫し創造している。【工】

・消費生活と環境との関わりについて
理解し、基礎的・基本的な知識を身に
つけている。【知】

・幼児の生活と家族について関心を
もって学習活動に取り組み、家族ま
たは幼児の生活をよりよくするために
実践しようとしている。【関】

・幼児の生活と家族について課題を
見つけ、その解決を目指して自分なり
に工夫し、創造している。【工】

・幼児の生活と家族に関する基礎的・
基本的な技術を身に付けている。
【技】

・幼児の生活と家族について理解し、
基礎的・基本的な知識を身に付けて
いる。【知】
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幼児とのふれあい
○楽しく生活できるために
・おもちゃの意義
・幼児のふれあい
・幼児のおやつの特徴
・幼児服の特徴

○幼児とのかかわり方を工夫しよう
・幼児とのふれあい
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教育講演会
「様々な分野の
方々の講話や体
験」
職業後援会
「様々な分野の
方々の講話」

1年保健体育
「体の発育・発達」
「心の発達」

第

１

学

年

わたしたちの成長と家族・地域
○幼児の心身の発達の特徴を知ろう
・個性の尊重
・体の発達
・心の発達
・基本的生活習慣
・社会的生活習慣

○幼いころってどんなだっただろう
・幼いころの思い出
・身近な幼児の姿

○幼児の生活と遊びを知ろう
・幼児の1日
・遊びの重要性
・幼児のいろいろな遊び
・遊びで育つ力
・遊びを豊かにするもの
・幼児の遊び場所

わたしたちの食生活
○食事のとり方を考えよう
・健康と食事

○栄養素のはたらきを知ろう
・栄養素のはたらき
・水のはたらき

○食品に含まれる栄養素を知ろう
・食品に含まれる栄養素
・中学生の栄養の特徴
・６つの食品群
・食品群別摂取量のめやす

○私たちの食品の選択と調理

○食事作りに挑戦しよう

Ｂ（１）
（３）

・自分の食生活に関心を持ち、生活
の中で食事が果たす役割を理解し、
健康に良い食習慣について考えるこ
とができる。【知】（Ⅰ）【関】（Ⅲ）

・栄養素の種類と働きを知り、中学生
に必要な栄養の特徴について理解し
ている。【知】（Ⅰ）

・基礎的な日常食の調理ができるこ
と。また、安全と衛生に留意し、食品
や調理用具等の適切な管理ができ
る。【技】（Ⅰ）

２年社会「伝統文化の継
承」「地域の伝統的な生活
文化」「日本の農林水産
業」

・衣服と社会生活とのかかわりを理解
し、目的に応じた着用や個性を生か
す着用を工夫できる。【知】（Ⅰ）【工】
（Ⅱ）

・衣服の計画的な活用の必要性を理
解し、適切な選択ができる。【知】【技】
（Ⅰ）

・衣服の材料や状態に応じた日常着
の手入れができる。【技】（Ⅰ）

・布を用いた物の製作を通して、生活
を豊かにするための工夫ができる。
【工】（Ⅱ）

・家族の住空間について考え、住居
の基本的な機能について理解する。
【知】（Ⅰ）

・家族の安全を考えた室内環境の整
え方を知り、快適な住まい方を工夫で
きる。【工】（Ⅱ）

・自分や家族の消費生活が環境に与
える影響について考え、環境に配慮
した消費生活について工夫し、実践
できる。【工】（Ⅱ）【技】（Ⅰ）

わたしたちの衣生活
○衣服のはたらきを考えよう
・衣服のはたらき
・目的に応じた着用
・個性を生かす服装

○衣服を選ぼう
・既製服の選び方
・既製服の表示
・採寸

○衣服の手入れと補修をしよう
・手入れと補修の必要性
・布の性質
・洗濯

○衣服の計画と再利用について考えよう
・衣服計画
・資源・環境と衣服

Ｃ（１）
アイウ

（３）
ア

わたしたちの生活と住まい
○住まいのはたらきとは何だろう
・住まいの役割
・日本各地の住まい
・日本の住まいと住まい方

○家族と住まいのかかわりを考えよう
・生活行為と住空間
・家族と住まい

○健康で心地よく住むために
・健康を考えた住み方
・住まいの清掃と手入れ

○安全に住むにはどうしたらよいだろう
・家庭内事故の防止

○消費生活について考えよう
・商品の購入
・生活情報の活用
・表示の確認
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